
●学習会 「駅前の集団ねぐらはなぜ増えるのか 街の鳥”ムクドリ”との共生」 
 

講 師 ： 越川 重治氏（都市鳥研究会幹事） 
日 時 ： 2009 年 3 月 21 日 午後 1:30～3:30 
会 場 ： 市民ネットワークちば事務所４階の会議室 
        千葉市中央区中央４－１０－１１ アイビル 
参加費 ： 無料 
問合せ ： 市民ネットワークちば TEL：043-201-2551 
主催  ： 市民ネットワーク 
 

ムクドリの研究 その１ 生態編  

都市鳥研究会の越川重治さんに、ムクドリの生態やムクドリとの付き合いかたについてお話を聞く機

会を設けました。越川さんは、千葉県でも屈指のムクドリ（スズメやツバメも）の研究家で、市川市や

習志野市など北部の都市の対策にも関わっています。 
ムクドリは、真面目な奴、ちょっとずるい奴、などが徒党を組んで行動していて、人間に似ている愛

すべき鳥なのだそうです。 

【繁殖】 

３月から７月にかけて木の穴で行う。今頃は穴に巣材を運んで巣作りをしている頃。４月半ばから産

卵をし、下旬がピーク。卵はエメラルド色で美しく、平均５～６個産む。最後の卵を産んだ日から温め

はじめ、抱卵は平均１３．６日間。雛を育てる日数は平均２１．４日。ベテランのムクドリになると、

２回目の産卵も行う。最近は、木の洞が無くなってしまったので、戸袋や屋根がわらの隙間、家屋の換

気口などで繁殖をすることもある。 

【ムクドリは益鳥だった】 

ムクドリが食べているものは、チョウや蛾が４０%、ガガンボ（芝の中にいる）２１%、ミミズ１１%、

コメツキムシ７%・・・と、おもに害虫。毛虫など街路樹の害虫を食べる。ナンキンハゼなどの種子も

食べ、散布する役割を果たす。 

【ねぐら】 

昔は郊外の竹林に生息していたが、今は都市部へ、人の多い場所へ、明るい場所へと移動。理由は、

天敵から狙われにくい、都市は暖かい、郊外の竹林の宅地化など。夏（５月~１１月）はケヤキやヨシ

原、冬（１１月~４月）は竹林と、本来は交代をしているが、夏ねぐらが冬に移行しないで、周年ねぐ

らに近付いている。 
 
以上のことから、夏から秋にかけて都市部で大乱舞する理由がわかりました。 
人間は、ネットをかけたり、音を出したり、樹木を伐採したりとあの手この手で対策を講じてきました

が、どうやら的をえていなかったようなのです。 
 



ムクドリの研究 その２ 対策と共存編  

かつてのムクドリの夏のねぐらは、郊外のケヤキの大木や湿地のヨシ原、河畔林などでしたが、近年

は都市部の街路樹、特に駅前のケヤキが多く使われ始めているそうで、なるほど、鎌取駅前も然りです。 

【ムクドリの都市化】 

ムクドリは、ケヤキのように細い枝がいっぱい出る木が好きで、落葉樹が好き。そして落葉すると冬

ねぐらへと移動するというのが、その生態なのだそうです。ところが、夏の騒音と糞害、悪臭などに我

慢できない私たちは、彼らの自主的な移動時期まで待てなくて業を煮やして、大群となる夏頃に樹木を

伐採したり、ディストレスコールという異常音を発したりして、対策を取ってきました。どうやら、そ

れは間違っていたらしいのです。 
この時期の追い払いによって、ムクドリは一時的に分散し、クスノキなどの常緑樹に避難します。彼

らは常緑樹はあまり好きではないので、ふつうはねぐらとしませんが、この緊急避難で「常緑樹でも大

丈夫ではないか！」ということに気づいてしまうと、それ以降常緑樹をねぐらとしてしまいます。結果

として、冬でも移動することなく、そのまま常緑樹に居ついてしまう、という事例が既に他の自治体で

はあるそうです。それならば、と常緑樹も伐採すると今度は人工物をねぐらとする。人工物とは、つま

り都市の建物なのです。 

【追い出しの失敗】 

自治体のムクドリ対策としては、樹木の剪定（伐採）、ネットかけ、ディストレスコール、サーチラ

イトなどですが、根本的に間違っているのは、ねぐら定着後に行うこれらの対策全てだと、越川さんは

指摘されました。樹木の剪定は、大きなねぐらになる前に取るべき対策で、ディストレスコールは、ね

ぐらができ始めた初期、第一陣が訪れる頃に行うのが、最も効果的です。ねぐら定着後の環境急変は、

ケヤキ⇒クスノキ⇒人工物へとねぐらの移動を促すだけで、結果的には、周年ねぐらと化すことになり

ます。各自治体では、個々に対策をとってきましたが、それも無意味なことのようです。たとえば、津

田沼に１万羽いたムクドリを追い払ったら、市川市鬼高に２千羽、北習志野に７千羽が移動し、さらに

北習志野のから３千羽は高根公団に。市川市鬼高で対策をとったら、行徳に５千羽が集まり、それが最

終的に電線などの人工物に居ついてしまった…という事例もあるのだそうです。千葉市内でも、以前は

稲毛駅前に集中していたのでそこのケヤキを剪定したら裏手のマンションに移動…という具合にムク

ドリと人間とのイタチごっこです。 

【共存共生を探る】 

結局、私たちは、ある程度ムクドリと共存する覚悟をもって対策を取るしかないのかな…と思います。

それは、ここは仕方がないという場を自治体で作るということです。その上で、飛来しては困る場所に

ついては、５月末までには対策を講じることです。となると、昨年、一昨年と行っていたディストレス

コールや、ケヤキの剪定のタイミングはちょっとずれていた…ということになり、私自身も大いに反省

です。千葉市でも、土木事務所、維持管理課、地域振興課、街路樹を管理している公園管理課など、多

部署の協力が必要ですし、自治体同士も互いに連携をして誘導する場所を定め、一斉に対策を取ること

が必要ではないか、というのが越川さんのご意見でした。 
 
次回は、ぜひ鎌取駅周辺を見ていただくよう、お願いをしました。 


